
 

 

 

 
５年生が揖斐川町のふじはし星の家と生命の水と森

の学習センターで、９月１７日～１８日の間、宿泊学習を

行いました。 

火起こし体験やかまどでご飯を炊く体験、丸太切り

体験などを通して、仲間と協力してよりよい活動を創り

上げたり、マイ箸作りに一人で黙々と取り組んだりしまし

た。子供たちは、自分たちで活動を進めることを意識

し、振り返りの感想発表では全員が挙手をしました。ま

た、しおりを見て、次の行動や係の仕事を確認するなど自立した姿が見られました。学校にもど

っても、次の活動を呼びかけあって、班での協力にいかしています。 

５年生保護者の皆様、ご協力をありがとうございました。 

 

 

岐阜県トップアスリート出前指導事業の一環で４年生が速

く走るこつや正しいフォームを学びました。講師は岐阜協立大

学陸上部の田中透先生です。 

走るときの手はグーとパーではどちらが良いかと聞かれ、多

くの子供が「パー！」と答えました。実際にグーで腕を振り、途

中からパーに変えたところ、とても動かしやすく、思わず「えー

っ」と驚きの声が多く出ました。どの子も楽しんで学んでいるこ

とが表情や動きから伝わってきました。子供たちは「走るのが苦手だったけど、授業を通して好き

になりました。」「前から足が速くなりたかったので、こつを教えてもらってとてもよかったです。」

「教えてもらったおまじないがとけないようにがんばります。」と感想を話していました。 

 

 

 

第２回学校運営協議会を９月１３日午前に行いました。第２回目の会議は、今年度の活動の

中間報告という位置づけでした。夏休みに行われた羽島中学校区「絆会議」では、地域との交

流の大切さが話し合われたことが報告されました。委員の方からは「子供が地域をつなげる接

着剤になっている。」という意見をいただきました。学校と地域がつながる活動をさらに考えてい

きたいと思います。 

足近小学校だより 

令和 6 年１０月１日 

足近小学校の教育目標 

なかよく かしこく たくましく 

―気付き、考え、行動できる子― 

岐阜県トップアスリートによる出前講座 

第２回学校運営協議会を開催！ 

 

５年生ふじはしでの宿泊学習 

 


